
 

 

 

 

 

「ありがとう」の溢れる学校に 

校長 大西 浩之 

 

 新年度が始まり１か月になりますが、子どもたちの様子を見

ていて、五小の子たちの良さを感じます。①元気なあいさつを

してくれる子が多い  ②上学年の子が下学年の子の面倒をよ

くみている（学年を超えて仲が良い） ③掃除を一生懸命する  

先日は今年度最初となる学校公開でしたが、保護者・地域の皆

様には子どもたちの様子はどのように見えましたでしょうか。

また、公開当日は青梅警察署と KDDI の方にお越しいただきセ

ーフティ教室も開催しました。子どもたち自身が自分の身を守

れるようになるために、学校だけでなくご家庭での共通した教

育が必要になります。引き続き、保護者・地域の方と協力して

子どもたちの健全育成を図っていきたいと思います。学校公開について

のご意見・ご感想がありましたら、右の QR コードよりお願いいたしま

す。今後の学校経営に活かしていきます。 

 さて、学校経営説明会では学校教育目標に基づく取組についてご説明しました。そ

して、その根底として大事にしたいのが「自己有用感」であることをお伝えしました。

自己有用感というと、似たような言葉として「自己肯定感」「自尊感情」などがありま  

すが、これらはイコールではありません。自己肯定感（自尊感情）は自己に対して肯定

的な評価を抱いている状態にあるのに対して、自己有用感は同じように自己に肯定的

な評価を抱いていても、その要因が他者との関わりの中で生まれてくるからです。す

なわち、他人の役に立った、他人に喜んでもらえた経験を通して、自分に自信をもて

るようになり肯定感も高まるのです。例えば、クラスで一番足の速い子がリレーの選

手に選ばれれば、自分の足の速さに自信をもつことになりますが、そのことを周りか

ら褒められ、認められてきた子は、「選手に選ばれたのだからみんなのために頑張りた

い」と、「足の速さ」に対する自己肯定感よりも、むしろ「みんなのために自分のよさ

を生かそう」と肯定的な感情を周囲への関わりに生かそうとしていきます。だから、

自己有用感に裏付けられた自己肯定感が大切で、この自己有用感の高まりが社会性の

基礎にもつながっていきます。 

 本校では学級活動や委員会活動の他、縦割り班活動や兄弟学年といった異学年交流

を重視し、関わりの中で「ありがとう」の一言を大切にしています。また、地域とのつ

ながりも大切にしていきたいと考えています。こうした多様な他者との関わりや本物

の体験を通して自己有用感を高め、人間性・社会性の素地を築いていきたいと考えて

います。子どもたちの周囲で「ありがとう」が溢れることを願っています。 
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○健康な子ども  ○まじめな子ども  ○思いやりのある子ども  

 

中庭のヒマラヤスギ  



　

1年 2年 3年 4年 5年 6年

憲法記念日
 
みどりの日
開校記念日
こどもの日
 
振替休日

運動会練習日程(始)　心臓検診(1年)
交通安全教室　校庭貸出中止(始)

B時程　元気チェックカード①
委員会活動②　歯科検診(1･6年)
全校朝会

B時程
避難訓練②
尿検査（二次）
委員会紹介集会
尿検査（二次予備）
田植え体験(5年)

Ｂ時程　歯科検診(2･4年)　
クラブ活動発足①
安全指導②　内科検診(3･5年)　
劇団四季こころの劇場(6年)､6年卒業ｱﾙﾊﾞﾑ(学年写真)

B時程

耳鼻科検診(全)
昼：たてわり班活動
巡回相談

B時程
運動会係活動①(5･6年）

B時程
開閉会式練習①

　

租税教室(6年) 
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1 金

2 土

3 日

令和８年度　５月の行事予定
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運動会にむけて
ゴールデンウィークが終わると、運動会に

向けての取組が各学年で本格的に始まります。

熱中症に留意しながら、児童が力を発揮で

きるように指導を行っていきます。

水筒（水・お茶）を持たせてくださいます

ようお願いいたします。

御家庭におかれましては、体調管理や体育

着・汗拭きタオル等の洗濯等、各学年からお

願いすることが多くなると思いますが、どう

ぞよろしくお願いいたします。
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【教育法務相談員

および心理相談員の配置】

教育委員会内に、弁護士資格を有する

「教育法務相談員」と心理資格を有する

「心理相談員」が週２日程度勤務していま

す。保護者の方も、いじめ問題等の御相談

ができます。ただし、教育法務相談員につ

きましては、個別事案の御相談には応じら

れない場合があります。

御希望の方は、学校を通してお申し込み

ください。

青梅市教育委員会


